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序  文 
 
 日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、同国の北スマトラ沖地震

津波災害緊急復旧・復興支援プログラム（バンダアチェ市緊急復旧・復興支援プ

ロジェクト）にかかる緊急開発調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力

機構がこの調査を実施することと致しました。 

 当機構は、平成 17 年 3 月から平成 18 年 3 月まで、日本工営株式会社の高橋昭

氏を団長とし、日本工営株式会社及び八千代エンジニアリング株式会社、株式会

社パスコから構成される調査団を現地に派遣しました。 
 調査団は、インドネシア国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域に

おける現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運び

となりました。 
 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の

発展に役立つことを願うものです。 
 終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申

し上げます。 
 
平成 18 年 3 月 
 
 
 
 
 

               

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 
理 事  松 岡 和 久 

 
 

 



平成 18 年 3 月 
独立行政法人国際協力機構 
理事 松岡 和久 殿  

 

伝 達 状 

 
 

拝啓 時下益々御清栄のこととお慶び申し上げます。 
 
さて、ここにインドネシア国、北スマトラ沖地震津波災害緊急復旧・復興支援プ

ログラム（バンダアチェ市緊急復旧・復興支援プロジェクト）にかかる緊急開発

調査の最終報告書(2)を提出致します。本報告書は、貴機構との契約に基づいて、

2005 年 3 月から 2006 年 3 月までの間、日本工営株式会社と八千代エンジニアリン

グ株式会社、株式会社パスコが共同で実施した調査結果をとりまとめたものであ

り、要約、本編及びサポーティングレポートの 3 分冊より構成されています。 
 
本調査では、バンダアチェ市域を津波災害発生以前の社会・環境レベルまで復興

を目指すことを目標とし、緊急復旧事業の設計・積算及び事業モニタリング、GIS

を用いたバンダアチェ復旧・復興情報システムの構築、コミュニティ支援事業モ

ニタリングに対する技術的助言を行っております。 

 
本報告書の提出に当たり、御助言を賜った貴機構ならびに外務省のご関係者に心

から感謝を申し上げるとともに、インドネシア国の政府機関の方々、貴機構イン

ドネシア事務所及び在インドネシア日本大使館の方々の御厚意、御協力に深く感

謝致します。 
 
 

敬具 
 
 

総 括  高 橋  昭  
インドネシア国、北スマトラ沖地震津波災害緊急

復旧・復興支援プログラム 
（バンダアチェ市緊急復旧・復興支援プロジェクト） 
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パッケージ VII : アチェ川のランプロ周辺（360m）の護岸復旧 

注）パッケージ V と VI は存在しない。 

  

図 2.2.3 プロジェクトコンポーネント位置図 

3)  設計図面 

合計 228 枚の設計図面を作成した。 

4)  積算 

復旧工事の直接建設費は、2005 年 7 月価格で約 434.5 百万円と算定された。なお、算定

値には工事業者の入札・工事補償金、保険、乗り込み時、撤去時等のコストは含まれてい

ない。 

(3)  技術資料の作成 

技術資料の構成は、バンダ・アチェ市水供給システムの復旧事業と同様である。調査団

はテクニカルレポートとして、Volume II：技術仕様書と Volume III：図面集を作成した。 
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